
看護学生のための病院情報 

あしかみナース 
今年の新人看護師研修は例年と違う形で 

実習・インターンシップも再開 

 当院は2月から新型コロナウィルス感染症の患
者を受け入れ、4月には神奈川県から重点医療
機関に指定されました。 
 本年度当院に採用された新人看護師18名は、
感染対策をしながら通常の1週間よりも長い期間
採用時研修を行いました。看護技術をはじめ、
医療安全、感染対策、看護理論を学びました。 
 5月には全員が1病棟に配属となり、実際の患
者さんの看護を通して実務研修を行いました。 
 その後、新人看護師は7月に再配属となり、現
在は各病棟、手術室、救急外来で、各セクション
の教育計画に沿って実務を行っています。 
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問題 
 介護保険施設においてノロウィルス感染症が
発生した。感染を拡大させないための対応とし
て適切なのはどれか。 
 ①感染者の居室はアルコールで拭く 
 ②感染者の吐物は乾燥してから処理する 
 ③感染者が使用したリネンは60℃の加熱処理
を行う 

 ④感染者が使用した食器は次亜塩素酸ナトリ
ウムで消毒する        

※解答は最下部 

看護師国家試験 
～第102回(2013年）問題より～ 

チャレンジ！ 

解答④：ノロウィルスにアルコールは消毒効果が薄く、食器や便座などの消毒には次亜塩素酸ナトリウムが有効。吐物は乾燥すると飛沫感染のリスク
が高まるのでただちに処理する。加熱処理をする場合、60℃では抵抗性を示すため85℃で1分間の加熱が必要。 

 感染拡大防止策に伴い、2月と3月に予定し
ていたインターンシップが中止となりました。ま
た看護学実習も8月まで受け入れができなくな
り、看護学生の方には大変申し訳なく思うと同
時に、皆様にお会いできずスタッフ一同残念な
気持ちでいっぱいです。 
 6月に当院が通常診療を再開したことに伴い、
インターンシップは8月から、看護学実習は9月
から再開することが決まりました。 

 感染対策を実施します
ので、安心してお越しい
ただき、ぜひ足柄上病院
の看護を実感していただ
ければと思います。 

「おうちにカエル」は、患者さんが住み慣れた地域で生活できるよう当院の看護の理念が込められています。 
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     🎤 新人看護師に聞きました！ 
 

Q：研修はどうでしたか 
A：手厚く研修をしてもらい、私たちもこれから看護
師として働くという実感を持つことができました。 

Q：新しい配属場所はどうですか 
A：先輩方も丁寧に教えてくれるので、毎日色々な
知識や技術を幅広く学ぶことができています。 


